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出現二二 消滅黙 1o 日　　時 縫綾 蓮度 ? 備考 ＿齪測者? 時問 光度 剣δ α ?
『 』11 9日201141m5～6s＿8～9R→SB→R痕ア〕1 60．¥80 97．5十471To
2 〃　〃　48（士） 3s 月位 RS RB 痕ア可 310．十66450十87Ha
311巨　8　57 ls 0 ￥R B ? 82i十293 十4 Ts
420　22　20 0．2 0 R W 17十38 350十41 Ta
523　　3　32 0β 0 R RY 痕ア’｝ 167十65　［ 90 十82 Ko　：
6271812（±）4〈 一3 VS R 　　溝滅黙曲　　不確 831十4288 十31 〃























































槻　測　者 出現時刻 確度 光度 Dura亡ionVe1
?
田　　中　氏
ｴ　　田　氏
Oh　27m
n　　26
10
W
　1
lars×2
0．1s
n．3
???
観測位置 田中氏
原田氏
編岡市外箱崎町中小路3226中島方
L＝1300　26，　¢＝：＝330　37，．3
大分市大分橋通三丁目
Iu．＝131e　37’B　¢：＝330　14’．1
◎因に二者の観測は甚だよい一致を示してみる．
　　　　　　　　1月1日 小愼孝二郎
219頁より綾ζ
　物理の先生にナこのんで學校の爲眞機で北極附近の星の運行する檬た取らうtし
て星がこうしても歯黒占に入ってくれないのによわりまt．ナこ・
　結局あれに失敗でしナこ・
　満月の夜：折角出かけて行って，雨に降られて口惜しかつf；こごもあります・
　兎に角私ば星劃工なれられなくなりまし7こ・
　天文同好會ビいふものyあろこビも知ってゐまし7こ．けれご一會員にして舵
音たい希墓な有しながらついそのまSになってゐまし7こ・
　學校へ通ふ途中東一條通な通るSき先生の御宅な見て，私に何だかなつかしい
氣がいすこしまし7こ．（後略）
　　　　　十二月二日　　　　　　　　　　　＿っの『迷ひ星』より
　　　　　　　　　　　　　攣光星観測報告　　　　　　　　　　　215
／．　　　　　　　　　　　　攣光星型置報告　（3）
　　　　　　　　　　　攣先星課幹事　小山秋雄
　　観測されk方は報告用紙を差上けるから毎月25日までに報告して慾い・
今後此の欄には主ミして週期の長いもの7攣光範園の大なるもののみを獲
表する事にする・本月分は下の通り
　槻三者　　　　観測地
今津　績淡路
北谷　巖洲本町
小山秋雄京大天文皇
原田滲太郎　大分市
細谷治雄　東京市
　備考　　時刻は日本中央標準時，24時制
　　　　　　　器　　械
ガリレオ式双眼鏡（4×）
5センチ屈折（25×）
18糎屈折（70×），13糎反射（80×，120×）
ガリレオ式双眼鏡（2，5×）
8糎反射鏡（68×，34×）
肉眼
月日時刻光度曝露．墾・司月日時刻鍍購槻賭
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先月號δ・峯照すれば12月申旬に極小に
達し71事がわかるが，それ以上ば材料
が少いから此の観測からだけでばきめ
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o．16 憂光星観測報告・
月　日　時刻 光度 備考翻則者
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ふ7こごのU型攣光星の有名なもの，極
小光度15等，極大10．7等にしかならぬ
が，SS　Cyg．　U　Gem．より頻繁に愛化
すろ，11月中旬の極大が見事に捕へら
れてるる，此の極大当言今迄にない：不
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此の観測より．10月16目（5・9）等が極
大）・　一一バード豫報よりおくれる事20
日，昨年の極大よりの期間406日に
及ぶ．
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攣光星課より L）　17
r一一m－m一一一一tN．t一一　　　　　　　　　　　　攣光星課より
　　セフエウスのμ型攣光星　赤味を帯びた憂光範圏の小さい，不規則な攣
　光をなすεされてみる星であるが，肉眼的愛光星の中にかなりある．廓ち
本會出行の肉眼的憂光星周の中には分光型で分けるミ
　　　Nb型　　　　U　Hya．　　　　BL　Ori．
　　　Ma　乏童里　　　　　　　　ド　Ccp．　　　　　　　　　　Ct　（．）L’i．
　　　Mb型　　　Ct　Her．　　　gller・　　PPer．　　R．　Lyr．
　　　Ko型　　　αCas．　　　xOph．
　　　cb’a型　　　ρCas．　　　　A。P型　　　dSer
　　光度が明るいので今迄狂喜的に撒多くの槻測がなされたが，赤色星であ
　ろのε愛光範圃が．一等級内外なので大して信頼するに足る結果が得られて
　．みない．熟練した観測者が同時に此の種の星を二つ観測してみて，一一つの
　星が明るくなるε同時に他の星も明るくなるxEいつナこ風に二つの星より同
　一一一の光度曲線を得tY．一一sir．の例を纂けて露光現像はむしろその人の眼の色に封
　する感じの攣化によるε星の攣光を否定した入さへある．今後の精密な光
度計的測定に待つべきもので肉眼での観測は鯨程困難であらう．肉眼でや
　られるのなら，なるべく都合のよい比較星のある，赤色の著しくない自分
　で正確な観測のできるミ思ふものを，藪年間根氣よく蓮綾的に観測せられ
　る必要がある．
　　pCas．は分光型に反して観測された方は御承知の事ミ思ふが赤味を帯
びてみるのが眼につく．且長くはあるが週期的の豊丘が認められるから注
　目すべきものε思ふ．
　　極大近い星々極大時を捕へるには一一週間やf日程前から観てもなにもな
　らない．少くξも一ケ月前から観なければならぬ、極大前の一つの観測は
極大的の好個の観測にまさる．双眼鏡的ミラ型の極大近い星々は次の通り
　　　R　　Tri．　　　　　　　5月　　2［1　　　　　　　　　　　　R　　　Cnc．　　　　　　　4ノ目　　4日
　　　RVir．　3月25日　　RAql．　3月25日
　　　WHya・　5月末　　　　　　　　　　（小山）
